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１．目 的

ビタミンＣが、牛の脂肪前駆細胞の脂肪細胞への分化を促進することが、培養試験により実証

され、また、牛への給与試験においても肉質が向上したとの報告がある。

しかし、ビタミンＣは牛では体内でも合成されるが、肉質向上のための必要最低量が判明して

いない。また、ビタミンＣ自体も高価で投与量によっては給与効果が得られない可能性がある。

そこで、ビタミンＣの給与が増体及び肉質に及ぼす影響と肉質向上のためのビタミンＣの適正

給与量について検討する。

２．方 法

１）供試牛：黒毛和種去勢牛9頭

２）試験区分

試験１：試験区2頭（1日あたり体重の0.006g[0.6％]のビタミンＣ添加剤給与）

対照区2頭（無添加）

試験２：試験区2頭（1日あたり体重の0.003g[0.3％]のビタミンＣ添加剤給与）

対照区3頭（無添加）

３）試験期間：肥育期間10ヶ月齢～29ヶ月齢まで(19ヶ月間)

添加剤給与期間：15ヶ月齢～出荷時まで

４）調査項目

・血液分析（ビタミンＣ、ビタミンＡ、βーカロテン、脂質、肝機能、尿素態窒素）

・発育性（体重、体高、胸囲、腹囲、体長、胸幅、胸深、腰角幅、寛幅、尻長）

・飼料摂取量（粗飼料、配合飼料）

・超音波肉質診断装置による肉質、肉量測定

・経済性

３．結果の概要

１) 1日当たり増体量は、試験１(0.6%給与)で試験区が対照区よりも良い傾向にあったが、

試験２(0.3%給与)では差がなかった。

２）平均枝肉重量、ロース芯面積、BMS値は、試験１(0.6%給与)で試験区が対照区よりも

いずれも良い傾向にあったが、試験２(0.3%給与)では差がなかった。

３）ビタミンＣ添加による経済性を試算すると、試験１(0.6%給与)で試験区が対照区に対し

飼料費（添加剤費含む）で平均75千円高くなったものの、販売価格では平均227千円高

く取引された。



表１ 発育成績

区 分 体 重 (kg) 増 体 量

開始時 出荷時 全期間(kg) ＤＧ(kg/日）

試験１ 試験区(平均) ２６９ ７００ ４３２ ０.７５

(0.6%) 対照区(平均) ２７７ ６６１ ３８４ ０.６６

試験２ 試験区(平均) ２６１ ７０４ ４４３ ０.７７

(0.3%) 対照区(平均) ２６９ ７１７ ４４９ ０.７８

表２ 枝肉格付成績（試験１：ビタミンＣ0.6%給与）

等 級 肉 歩 留 肉 質枝

歩 肉 重量 ﾛｰｽ ばら 皮下 歩 留 BMS 脂肪 BCS 光 肉 の 締 き 締 り BF 光 脂 肪区 分

留 質 (kg) 厚さ 脂肪 基準 交雑 沢 色 沢 ま め き め S 沢 色 質面積

m2 cm cm 等級 等級値 No 等級 No り 等級 No 質

試 1 431 64 7.2 1.8 75.5 7 4 3 4 4 5 4 4 3 5 5A ４

470 66 7.5 2.4 75.0 9 5 3 5 5 5 5 5 3 5 5験 ２ A ５

平均 451 65 7.4 2.1 75.3 8 4.5 3 4.5 4.5 5 4.5 4.5 3 5 5区

対 429 62 6.8 2.3 74.5 6 4 4 4 4 4 4 4 3 5 51 A ４

照 2 388 56 7.0 1.7 74.9 7 4 3 5 5 4 5 4 3 5 5A ４

区 平均 409 59 6.9 2.0 74.7 6.5 4 3.5 4.5 4.5 4 4.5 4 3 5 5

表３ 枝肉格付成績（試験２：ビタミンＣ0.3%給与）

等 級 肉 歩 留 肉 質枝

歩 肉 重量 ﾛｰｽ ばら 皮下 歩 留 BMS 脂肪 BCS 光 肉 の 締 き 締 り BF 光 脂肪区 分

留 質 (kg) 厚さ 脂肪 基準 交雑 沢 色 沢 ま め き め S 沢 色質面積

m2 cm cm 等級 等級値 No 等級 No り 等級 No 質

試 1 535 72 7.8 4.0 73.7 9 5 3 5 5 5 5 5 3 5 5A ５

395 61 7.0 2.0 75.2 5 4 4 4 4 4 4 4 3 5 5験 ２ A ４

3 404 58 7.0 1.2 75.5 7 4 4 4 4 4 4 4 3 5 5区 A ４

平均 445 64 7.3 2.4 74.8 7 4.3 3.7 4.3 4.3 4.3 4.3 3 5 54.3

対 482 73 9.2 2.9 76.4 9 5 4 5 5 5 5 5 3 5 5１ A ５

照 2 452 54 7.2 3.0 72.9 5 4 3 4 4 4 4 4 3 5 5A ４

区 平均 467 64 8.2 3.0 74.7 7 4.5 3.5 4.5 4.5 4.5 4 3 5 54.5

表４ ビタミンＣ添加の経済性(試験１：ビタミンＣ0.6%給与) (千円)

区 分 販売価格(a) 飼料費(b) 添加剤費(c) 差益(a)-(b)-(c)

試験区(A) １,０７２ ２４８ ７１ ７５３

対照区(B) ８４５ ２４４ ０ ６０１

差額(A)－(B) ２２７ ４ ７１ １５２

４．成果の活用面と留意点

超音波診断装置を活用し肥育中期に肉質を推定し、その結果を考慮してビタミン 投与行うC
ように普及機関と連携して積極的に技術移転を図る。

５．残された問題とその対応

経済性の点から、ビタミン 投与期間を中期のみの場合、肉質との関連性の検討が更に必要C
であり、次年度以降の低コスト早期肥育試験で実施予定。


